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平成 30 年度決算黒字額  9 ,881 万 5 千円
　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
昨
年
12
月
、
村
議
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
額
33
億
８
５
１
７
万
1
千
円
に
対
し
、
歳
出
額
は

32
億
８
６
３
５
万
6
千
円
で
、
９
８
８
１
万
5
千
円
の
黒
字
決
算
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
令
和
元
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
９
６
４
３
万
円
で
す
。
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は

89.5
％
で
あ
り
、
適
正
水
準
を
上
回
っ
た
数
値
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
財
政
運
営
に
余
裕
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

健
全
化
の
判
断
指
標
と
な
る
数
値
に
つ
い
て
は
、
実
質
公
債
費
比
率
が

5.3
％
、
将
来
負
担
率
が

19.8
％
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
国
の
基
準
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
本
村
は
村
税
な
ど
の
自
主
財
源
に
乏
し
く
地
方
交
付

税
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
た
め
、
交
付
税
の
動
向
は
今
後
の
財
政
運
営

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

歳入 33 億 8,517 万 1 千円の内訳 村 税

自
主
財
源

繰入金                           3 億 4,640 万 3 千円   (10.2％ )　　　　　　　
諸収入                           　　1 億 4,800 万円   (4.4％ )
その他                           1 億 8,129 万 3 千円   (5.4％ )
小計                              6 億 7,569 万 6 千円 (20.0％ )

依
存
財
源

地方交付税                15 億 5,335 万 2 千円 (45.9％ )
村債                               8 億 1,815 万 2 千円   (24.2％ )
国・道支出金              2 億 8,280 万 4 千円   (8.4％ )
その他                                    5,516 万 7 千円   (8.4％ )
小計                                27 億 947 万 5 千円 (80.0％ )

税 目 収 入 額 　収納率（%）
村 民 税 5,320 万 1 千円 96.2
固定資産税 4,227 万 1 千円 89.9
軽自動車税 299 万 9 千円 91.5
村たばこ税 958 万 5 千円 100
入 湯 税 6 万 2 千円 100

計 1 億 811 万 8 千円 93.8
前 年 度 1 億 820 万 2 千円 92.9
前年度比較 △ 8 万 4 千円 0.9

地方交付税と基金（貯金）

自主財源・・・自主的に得るお金
依存財源・・・国や道から交付または割り当てられるお金

年　度 交 付 額 基 金 残 額
27 年度 18 億 18 万８千円 17 億 2,168 万 3 千円
28 年度 17 億 4,316 万 7 千円 16 億 7,957 万 6 千円
29 年度 16 億 7,392 万 1 千円 15 億 1,121 万 4 千円
30 年度 16 億 960 万 4 千円 12 億 2,119 万 4 千円

特別会計の決算
会 計 名 歳 入 歳 出 差 引 一般会計繰入金

国 民 健 康 保 険 事 業 8,082 万 6 千円 7,873 万 8 千円 208 万 8 千円 2,099 万 2 千円
簡 易 水 道 事 業 6,977 万 8 千円 6,977 万 8 千円 0 3,932 万 6 千円
介 護 保 険 事 業 2,845 万 5 千円 2,845 万 5 千円 0 1,246 万円
後 期 高 齢 者 事 業 2,350 万 9 千円 2,348 万 9 千円 2 万円 1,350 万 5 千円
合併処理浄化槽事業 1 億 2,769 万 3 千円 1 億 2,769 万 3 千円 0 5,628 万 2 千円

※臨時財政対策債を含む。
　基金は使途目的を区分して必要に応じて使用しています。

実
質
公
債
費
比
率
…　

地
方
税
、
普
通
交
付
税
の
よ
う
に
使
途
が
特
定
さ
れ

て
お
ら
ず
、
毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
財
源
の
う

ち
、
公
債
費
や
公
営
企
業
債
に
対
す
る
繰
出
金
な
ど
の

公
債
費
に
準
ず
る
も
の
を
含
め
た
実
質
的
な
公
債
費
相

当
額
（
普
通
交
付
税
が
措
置
さ
れ
る
も
の
を
除
く
）
に

充
当
さ
れ
た
も
の
の
占
め
る
割
合
で
す
。 

　

18
％
以
上
の
団
体
は
、
地
方
債
の
発
行
に
際
し
許
可

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
25
％
以
上
の
団
体
は
地
域
活
性

化
事
業
等
の
単
独
事
業
に
係
る
地
方
債
が
制
限
さ
れ
、

35
％
以
上
の
団
体
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
一
部
の
一
般

公
共
事
業
に
係
る
地
方
債
に
つ
い
て
も
制
限
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

将
来
負
担
率
…　

普
通
会
計
に
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
簡
易
水

道
な
ど
の
特
別
会
計
や
一
部
事
務
組
合
、
第
3
セ
ク

タ
ー
な
ど
を
含
め
た
連
結
ベ
ー
ス
で
、
実
質
的
な
負
債

の
財
政
負
担
を
判
断
す
る
た
め
の
比
率
と
な
り
ま
す
。
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年度   財政力指数
( ３ヶ年平均 )

経常収支
比率

公債費
比率

実質公債費比率
( ３ヶ年平均 )

２８ 0.080 83.0% 1.9% 4.3%
２９ 0.080 83.2％ 2.8% 4.6%
３０ 0.080 89.5％ 2.9% 5.3%

歳 出 3 2 億 8 , 6 3 5 万 6 千 円 の 内 訳

財
政
力
指
数
…
…
…
…
財
政
力
を
測
る
た
め
の
指
数
で
、
普
通
交
付
税
上
の
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
需
要
額
で
除
し
て
得
た
数
値
の
過
去
３
年
間
の
平
均
値
で
、
標
準
的
な
税
制
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
で
の
歳
入
が
標
準
的
な
歳
出
を
賄
え
る
比
率
を
過
去
３
年
間
平
均
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す
。
こ
の
数
字
が
1.0
に
近
い
ほ
ど
財
政
に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ
、
1.0
を
超
え
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
国
か
ら
地
方
交
付
税
が
交
付
さ
れ
ず
、
不
交
付
団
体
と
呼
ば
れ
ま
す
。

公
債
費
負
担
比
率
…
…
一
般
財
源
が
ど
の
く
ら
い
公
債
費
（
借
金
な
ど
の
返
済
）
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

示
す
も
の
で
15
％
が
警
戒
ラ
イ
ン
、
20
％
が
危
険
ラ
イ
ン
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
…
…
…
地
方
税
、
普
通
交
付
税
の
よ
う
に
使
途
が
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
毎
年
度
経
常
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
収
入
さ
れ
る
財
源
の
う
ち
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
よ
う
に
毎
年
度
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
充
当
さ
れ
た
も
の
が
占
め
る
割
合
で
、
70
～
80
％
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
ま
る
こ
と
が
妥
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

主 な 事 業

在宅介護施設合築ホーム整備事業    　6 億 9,008 万 9 千円

在宅介護職員等住宅整備事業　　          　1 億 1,440 万 5 千円

平成 29 年度災害復旧事業（公共土木施設）               5,670 万円

本目・折川頭首工改良工事　　　　    　　2,823 万 1 千円

橋梁補修設計業務委託　　　                 　　2,045 万 5 千円

既存建築物等省 CO2 改修工事 　              　1,226 万 6 千円

平成２８年度　 　　24 億 72 万 7 千円

平成２９年度　　23 億 9,693 万 6 千円

平成３０年度　　29 億 2,412 万 6 千円

地 方 債 の 残 高

人 件 費・・・職員給与、議員報酬、医師嘱託手当、
　　　　　　　  各種委員報酬など
物 件 費・・・賃金、旅費、交際費、需用費、委託料、
                           使用料、及び賃借料、原材料費、備品購
                           入費など
補 助 費 等・・・産業団体への補助、一部事務組合などの
                            負担金
繰 出 金・・・一般会計から国民健康保険、簡易水道、
                           介護保険、後期高齢者医療、合併処理浄
                           化槽の各会計へ支出
公 債 費・・・起債（借金）の返済、一時借入金の利子
投資的経費・・・普通建設事業と災害復旧事業、失業対策
                            事業の合算
扶 助 費・・・重度心身障害者医療費、ひとり親医療費、
                           養護老人ホーム措置費、乳幼児医療費、　　　　　
　　　　　　　  児童手当、知的障がい等介護給付費など
維持補修費・・・橋梁補修など
積 立 金・・・財政調整基金などへの積立て
貸 付 金・・・産業団体などへの短期資金の融資

主な財政指数

人件費
　　583,565
　　　　17.8%

物件費
　450,626
　　13.7%

補助費等
　　473,282
　　　14.4%

　公債費
　　305,060
　　　9.3%

投資的経費
　985,740　　
　　30.0%繰出金

　231,172
　　7.0%

貸付金
　　6,000　0.2%

扶助費
　168,679
　　　5.1%

  維持補修費　 
　　77,193　2.3% 積立金

　　5,039　0.2%
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令和２年

島
牧
村
成
人
式

新
成
人
が
新
た
な
門
出

　

新
成
人
6
名
と
祝
福
す
る
ご
家
族
や
来
賓
の
皆
様
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
藤
澤
村
長
、
瀬
戸
川
村
議
会
副
議
長
、
小
野
寺
教
育
長
か
ら
激
励

の
言
葉
が
送
ら
れ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
藤
井
廉
太
郎
さ
ん
が
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
新
成
人
た
ち
は
、
華
や
か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
姿
で

旧
友
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
、
感
謝
の
思
い
と
大
き
な
希
望
を
抱
き
大

人
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
力
強
く
歩
み
始
め
ま
し
た
。

旧
友
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
、
感
謝
の
思
い
と
大
き
な
希
望
を
抱
き
大
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友
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大
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大
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仲
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入
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友
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名
と
祝
福
す
る
ご
家
族
や
来
賓
の
皆
様
が
多
数
参
加
し
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▲祝賀会の様子

▲代表謝辞　藤井廉太郎さん
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令和２年　　
消防団
出初式

　新春恒例の島牧消防団出初式が 1 月６日、永豊生活改善

センターで開催されました。

　式典では、団員の表彰並びに、村長の挨拶、団長による

年頭訓示が行われ、参加された団員の皆さんは、決意を新

たに今年一年の無火災、無事故を誓いました。

（ 敬 称 略 ）

各種 表 彰 受 賞 者

永年勤労表彰 30 年　　田中　憲明

勤続表彰 20 年　　　　中田　緑朗
　　　　　                     下山　欣重

勤続表彰 10 年　　　　和田　郁子
　　　　　                      山田　裕一
　　　　　　　                髙島　勲　　

勤続表彰 40 年　　　　内藤　究　

勤続表彰 30 年　　　　三ツ谷　英幸
　　　　　　　　　　    桃井　浩

勤続表彰 20 年　　　　佐藤　清治
                                         中山　隆行

勤続表彰 10 年　　　　藤田　聖
　　　　　　　　　　    中島　敏明

功績表彰　　　　　　　宮本　輝雄

勤続表彰 30 年　　　　 宮本　輝雄
　　　　　　　　　　　成田　正一
　　　　　　　　　　　成田　明
　　　　　　　　　　　沢村　利昭

勤続表彰 10 年　　　　 中島　敏明
　　　　　　　　　
　

〇北海道知事表彰

〇組合管理者表彰

〇北海道消防協会長表彰
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　令和元年12月20日(金)、役場大会議室で令和元年度の納税表彰式が行われ、
納税に功績のあった組合及び役員が表彰されました。
　この日は、納期内に完納した 17組合へ村長表彰が、永年勤続役員 2名に
連合会表彰が贈られました。表彰された組合、役員をご紹介します。

歌
島
山
ノ
上          

佐
藤　

恒
利

歌
島
双
葉              
圓
山　
　

等

豊
浜
銀
鱗　
　
　

  
濱
野　

勝
男

豊
浜
第
2　
　
　

  

佐
藤　

伴
則

大
平　
　
　
　
　

  

髙
島　

憲
一

永
豊
第
3　
　
　

  

木
村　

弘
司

永
豊
第
4　
　
　

  

加
藤　

哲
夫

泊　
　
　
　
　
　

  

菊
地　

容
子

江
ノ
島　
　
　
　

  

木
村　

一
行

元
町
第
1　
　
　

  

木
村　
　

進

元
町
第
2              

下
山　

辰
雄

元
町
第
4　
　
　

  

佐
藤　

清
司

原
歌
第
1　
　
　

  

成
田　

昌
史

原
歌
第
2　
　
　

  

東
城
ヒ
サ
子

植
車　
　
　
　
　

  

小
川　
　

久

第
一
栄
浜　
　
　

  

濱
元
布
佐
夫

第
二
栄
浜
第
３　

  

堂
坂　

良
幸

令
和
元
年
度
納
税
表
彰
式

納
税
で
明
る
い
村
づ
く
り

◆
村
長
表
彰

　︵17
組
合
︶

　納
期
内
に
完
納
し
た
組
合

◆
連
合
会
表
彰

　永
年
勤
続
役
員
︵
10
年
勤
続
︶

歌
島
山
ノ
上

　
　
　

会
計          

三
春　

将
之

元
町
第
1

　
　
　

会
計　
　

  

髙
島　

匡
恵

　小学生人権ポスターコンテスト八雲地区大会の表彰が行われ、6 年生の中川真

結さんの作品が見事奨励賞を受賞しました。

　人権ポスターは、人権尊重の理念を理解

し、一人一人が改めて人権について考え、
豊かな人権感覚を身につけてもらうことを
目的にした啓発活動です。
　中川真結さんが受賞したポスターのタイ
トルは、「変えよう　自分　これからの」で
す。誠におめでとうございます。

小学生人権ポスターコンテスト　奨励賞受賞



7

◇指定寄附金

◇地域貢献活動

  島 牧 開 発 株 式 会 社
　 　 　 代 表 取 締 役 　 　 河 　 上 　 　 勝 　 　 様

　　　金　５０万円　（地域福祉基金）
　
　寄附に感謝申し上げ、主旨にそって有効に活用させていただきます。誠にありがと
うございました。

　道の駅「よってけ！島牧」の駐車場にて区

画線を整備補修し、施設利用者の利便性と安

全性の確保に寄与された地域貢献活動に対し、

１２月２７日、村長より感謝状が贈呈されま

した。

  伊 藤 ア ス フ ァ ル ト 建 設 株 式 会 社
　 　 　 代 表 取 締 役 　 　 伊 　 藤 　 大 　 樹 　 　 様

　この度、成田昭治さん（字豊浜　昭和６年１２月１８日生）、鈴木昭治さん（字栄浜　昭和

7年 1月 22日生）が米寿（88歳）を迎えられました。おめでとうございます。

　お祝いとして長寿者慶祝金が村から贈られました。これからも健康に留意され、趣味を楽

しみながら元気にお過ごし下さい。

　

　※成田昭治さんは、

　　希望により写真を掲載しておりません

ご 長 寿 万 歳

善 意 に 感 謝 い た し ま す
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◇従六位　叙位　

　　　故　村上　誠一　さん

【故・村上誠一さん略歴】
昭和４６年１月１５日から平成１５年７月１日
まで人権擁護委員として従事。平成１１年４月
２９日に勲五等瑞宝章を受章。

　去る１２月２１日、チャリティーカラオ
ケ交流会が島牧村ふれあい交流センター「お
あしす」で開催されました。
　村内のカラオケ愛好者の親睦を深めると
ともに赤い羽根共同募金への協力を目的に
開催したもので、当日は１６名が参加し、
自慢ののどを披露していました。交流会の
収益金１０，１８０円は、島牧村共同募金委
員会に寄付されました。

　去る１２月２５日、PTA 主催による餅つきが

小学校で開催されました。

　児童全員が参加し、大きな杵をつかって力

いっぱい餅をついていました。ついた餅は海苔

でくるんだ醤油餅やきなこ餅など、みんなでお

いしくいただいていました。

故　村上誠一さん　叙位伝達式

チャリティーカラオケ交流会で十八番を熱唱！

PTA 主催　小学校餅つき大会

　公共に対しての功労者であった故・

村上誠一さんが位階・従六位を授与さ

れ、ご家族である村上秀典さんへ手渡

されました。
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【実施期間】
令和２年３月１日～令和２年５月１５日

【取得対象者】
・遊漁船業者、プレジャーボート所有者及び漁業者で期間中、船舶を使用して
   行う釣魚法により「さくらます」を採捕される方。

・釣り人の方はライセンス取得船に乗船。

【採捕制限】
日の出から日没まで、１人１日１０尾以内（漁業者除く）

【お問合わせ】
石狩後志海区漁業調整委員会事務局

関係資料及び書類については、後志総合振興局水産課のホームページに掲載
していますので、適宜ご利用下さい。
　（URL）http://www.shiribeshi.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sis/kaiku/index2.htm

　令和２年の農作業標準賃金が下表のとおり決定しまし

たのでお知らせします。

　また、平成３１年 1月～令和元年 12月までに締結さ

れた農地の賃借料もあわせて公表します。

種　類 単　価 摘　　要

田植え 6,900 円
7 時～ 17 時
( 実 8 時間）

交通費雇用主負担草　刈
稲刈り
畑作業

6,900 円

種類 平均額 最高額
最低額

データ
数

畑 1,345 円
2,000 円

4
909 円

田 9,943 円
13,727 円

4
8,000 円

令和２年農作業標準賃金 令和元年農地賃借料　　　　　 （ 10a ）

令和２年の農作業賃金が決定しました

　　後志管内における
　　さくらますの船釣りはライセンス制です

℡    0136 ‐ 23 ‐ 1395　　Fax　0136 ‐ 22 ‐ 0914
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　年齢を重ねても、住み慣れた島牧村で安心して暮らしていける地域づくりを進

めるため、本村では、平成３０年より、「くらし支え “ 愛 ” 事業」を実施しています。

くらし支え “愛” 事業 （生活支援体制整備事業）

　「自分の生活で精一杯…」「人の手助けなんて…」そんな声を耳にすることが
あります。ですが、何か困ったときや不安な時に気軽に助け合い、支えあえる
関係があれば心強いですよね。
　「支え “ 愛 ”」は、地域住民同士が気軽に支えあえる相互援助活動です。一方
的に「助けてあげる、助けてもらう」のではなく、「自分にできることで相互
に支えあう」仕組みです。

 ●近隣所に声をかける  ●隣の家の電球を取り換えてあげる

 ●地域に集いの場をつくる  ●地域の行事に参加する

　平成 30 年より、泊地区では、地域の皆さんが隣近所とのつながりが保てる
ように、新たな集いの場、「泊２の会」が誕生しました。現在は月 1 回、総合
福祉医療センターに集まり、茶話会や趣味の手芸を活かして雑巾を縫い、保育
所に寄贈をするなどの活動をしております。
　結成当初、８名だったメンバーも現在は 1 １名となり、少しずつではありま
すが支えあいの関係づくりが広がっています。

　本村の「支え “ 愛 ”」の輪は、まだまだ小さく、これからもっとこの輪を広げて参
ります。
　事業にご興味のある方は役場福祉課在宅介護支援係までご連絡ください。

「支え “ 愛 ”」ってなに？

本 村 の 事 業

【お問い合わせ先】
役場福祉課　在宅介護支援係　　　　　　電話　７５－６００１

保 育 所 へ 手 縫 い の 雑 巾 を 約 3 0 枚 寄 贈 バ ス で 行 く 賀 老 高 原 紅 葉 鑑 賞 ツ ア ー を 実 施
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小学生がタバコについて
学びました！

　昨年 12 月 25 日、島牧小学校ＰＴＡもちつき大会の前に、少しお時間をいただき、
タバコに関するＤＶＤをみていただきました。
　ＤＶＤは北海道が受動喫煙防止対策の一環として作成したもので、お笑い芸人の鉄拳
さんが書いた漫画のパラパラ動画です。
　村の特定健診や各種がん検診の待ち合いでも流していたので、みたことがある方もい
らっしゃると思います。

　お父さんがタバコを吸っているので、タバコの臭いが嫌で娘さんがお父さんの抱っこ
を嫌がる、ベランダでタバコを吸うので干してある洋服に臭いがつく、ご飯を食べてい
る人の近くでタバコを吸って嫌がられる、タバコを吸うので娘さんの運動会で息切れす
る…。
　そして、お父さんは禁煙を決意します。禁煙すると空気がおいしい、ういたお金で娘
さんにお土産を買って喜ばれる、娘さんが抱っこを受け入れる、家族みんながにこにこ
笑顔…。

・日本のきまりで、タバコは 20 歳から吸ってもよいことになっていますが、健康のた
   めにはタバコを吸わないことをおすすめします。

・もし、吸うと決めても、タバコの煙には体に悪い物質がたくさん含まれているので、
   周りの人にタバコの煙がかからないようにしましょう。

・小学校、中学校、保育所など子どもがいる施設では、室内はもちろん、駐車場やグラ
   ウンドなど外でもタバコを吸ってはいけないきまりがあります。
   ルールを守りましょう。

　児童の皆さんは集中してみて、きいてくださいました。学んだことを１つでもよいの
で覚えていただき、大人になった時にどう行動するのか考える材料となればと思います。

◇ DVD の内容

◇ DVD をみた後に児童の皆さんに伝えたこと
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▽
相
談
日
程

2
月
19
日
、
26
日

3
月
4
日
、
11
日
、
17
日

　

毎
週
水
曜
日
、
相
談
無
料

　
　

※
3
月
17
日
の
み
火
曜
日

▽
事
前
予
約
制

▽
予
約
受
付
時
間　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▽
住
所　

岩
内
町
高
台
84
‐
3　

　
　
　
　
　
（
佐
藤
精
肉
店
と
な
り
）

℡
0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
7
3

Fax 

0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
8
3

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
保
険

給
付
や
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症

す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働

局
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

お
隣
と
の
土
地
の
境
界
、
落
雪
に
よ

る
家
屋
の
修
理
代
の
弁
償
、
お
金
の
貸

し
借
り
、
売
買
代
金
の
支
払
、
敷
金
返

還
、
賃
金
支
払
な
ど
を
め
ぐ
る
民
事
上

の
紛
争
や
、
夫
婦
間
の
離
婚
、
婚
姻
費

用
分
担
、
養
育
費
分
担
、
面
会
交
流
、

遺
産
分
割
な
ど
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い

て
、
裁
判
官
と
調
停
委
員
が
当
事
者
の

間
に
入
っ
て
話
合
い
で
柔
軟
に
解
決
す

る
手
続
が
調
停
で
す
。
電
話
で
も
手
続

の
御
案
内
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

御
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
寿
都
簡
易
裁
判
所

・
函
館
家
庭
裁
判
所
寿
都
出
張
所

　

℡
0
1
3
6
‐
62
‐
2
0
7
2

・
函
館
簡
易
裁
判
所

　

℡
0
1
3
8
‐
38
‐
2
3
4
0

・
函
館
家
庭
裁
判
所

　

℡
0
1
3
8
‐
38
‐
2
3
5
0

　

北
海
道
で
は
、
こ
の
時
期
、
ス
リ
ッ

プ
に
よ
る
追
突
や
交
差
点
の
出
会
い
頭

の
事
故
な
ど
、
冬
型
の
交
通
事
故
が
多

発
す
る
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
吹
雪
に
よ

る
視
界
不
良
な
ど
の
交
通
障
害
も
発
生

し
ま
す
。

　

お
出
か
け
の
際
は
、
安
全
運
転
を
心

が
け
る
と
と
も
に
、
天
気
予
報
や
道
路

交
通
情
報
等
を
確
認
し
、
悪
天
候
が
予

想
さ
れ
る
と
き
は
不
要
・
不
急
の
外
出

を
避
け
る
な
ど
、
交
通
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

〈
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
〉

○
雪
山
の
陰
か
ら
の
急
な
横
断
歩
行
者

　

や
、
視
界
不
良
時
の
歩
行
者
な
ど
に

　

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
冬
道
の
交
差
点
付
近
は
非
常
に
滑
り

　

や
す
い
ア
イ
ス
バ
ー
ン
に
な
っ
て
い

　

ま
す
。
い
つ
で
も
停
止
で
き
る
速
度

　

で
、
し
っ
か
り
前
方
の
安
全
を
確
か

　

め
な
が
ら
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
詫
び
※

　

先
月
1
月
号
・
謹
賀
新
年
の
職
員
名

簿
に
て
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変

失
礼
致
し
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
通

り
に
な
り
ま
す
。

●
納
税
貯
蓄
組
合

誤　

原
歌
第
二　
　

中
山　

幸
雄

　
　
　

←

正　

原
歌
第
二　
　

東
城　

ヒ
サ
子

●
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

誤　

原
歌
は
ま
な
す　
　

中
山　

兼
二

　
　
　

←

正　

原
歌
は
ま
な
す　
　

前
田　

順
子

村からの
お知らせ

　　広報活動についてのご意見は

企画情報係までお寄せください。

（電話　75-6212）

冬
道
の
安
全
運
転
に
つ
い
て

電
話
で
も
調
停
手
続
き
案
内

平
日
毎
日
裁
判
所
で
受
付

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
︑
石
綿
に

よ
る
疾
病
の
補
償
・
救
済
に
つ
い
て
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年金の窓口

【国民年金保険料学生納付特例制度のご案内】

　国民年金は、２０歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の
場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、
高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学す
る学生等で、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条
件です。

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、承認を受けた
次の年度も在学予定である場合、４月初めに再申請の用紙が届きます。
　引き続き、学生納付特例制度の申請を希望される場合は、必要事項を記入の上、
ご返送ください。

《所得の目安》　　１１８万円　＋　{ 扶養親族等の数×３８万円 }

【国民年金保険料学生納付特例の申請について】

　学生納付特例制度により、平成３１年度（令和元年度）に保険料納付を猶予さ
れている方で、令和２年度も引き続き在学予定の方へ、３月末に基礎年金番号等
が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を送付します。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送いた
だくことにより、令和２年度の申請ができます。（この場合、在学証明書または
学生証の写し添付は不要です。）
　なお、令和２年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付をご希望の場
合は、納付書を作成して送付します。お手数をおかけしますが、お近くの年金事
務所（0134-65-5002）までお問い合わせください。



　
　
　
　

●
発
行
／
島
牧
村　

●
編
集
／
企
画
課
企
画
情
報
係　
　
　

（
℡
０
１
３
６-

７
５-

６
２
１
２ 

内
線
22
）　
　
　
　

　

〒
０
４
８-

０
６
２
１ 

北
海
道
島
牧
郡
島
牧
村
字
泊
83-

１　

        

●
印
刷
／
株
式
会
社 

総
北
海　

　　　　

広
報
し
ま
ま
き    

2 

月
号

　　　　　

広
報
し
ま
ま
き

　2
　月
号

　　

運

転

免

許

更新時講習
　寿都町文化センター

一般・違反講習
　2月18日（火）  3月10日（火） 
　一　般　者　13：00～14：00
　違　反　者　14：45～16：45

優良・初回講習
　2月21日（金）  3月13日（金）
　優　良　者　13：00～13：30
　初回更新者　14：15～16：15

高齢者講習
（70歳以上・事前予約制）

八雲自動車学校　
0137－63－2111　
　　　　※ご予約はお早めに

小学校もちつき

交通安全はみんなの願い

死亡交通事故

０の日
令和 2年

1月 31日現在 5648 日達成

ふるさとスケッチ

編　

集　

後　

記

みんなでついたお餅。何個食べられたかな？　12/25 撮影

（12 月 16 日～ 1月 31 日掲載申出分・敬称略）

■たんじょう ……………………………………………
　　R1. 12. 26   千葉　柊

ひ お り

央莉 ………………………泊　　
　　　　　　　　　　　（千葉健太 ・ 優さんのお子さん）
　　　
　　R2.  1. 4     久慈　倫

り ん た ろ う

太郎 ……………………栄磯
                 （久慈公一郎 ・ 詩織さんのお子さん）

            ■おくやみ ……………………………………………
　　R2.  1. 3     福井　幸 (93 歳） …………………本目　　

■人口及び世帯数（令和2年1月31日現在） ………
 1,433 人 （前月比    0 人）
 　男：　718 人 （前月比＋ 1人）
 　女：　715 人 （前月比▲ 1人）
 　　　　816 戸 （前月比▲ 1 戸）

2
月

1
月

 1月16日～2月15日

     14 日   中学校始業式
     20 日   小学校始業式 　  
     21 日   農業委員会総会
     27 日   全員協議会
     29 日   漁師さん出前授業

       3 日   保育所豆まき

わが家の
お姫様

　体を動かすことが大好きで、よくダンスをし
ています。最近はおままごとをするなど、少し
女の子らしい面も見られるようになりました。
　これからは元気いっぱいのやさしい子に成長
してほしいと思います。

　菅原　紬
つ む ぎ

希ちゃん

（平成２９年１２月１２日生） 字泊／菅原　光浩・
夕子さんのお子さん

12
月
25
日
に
行
わ
れ
た
小
学
校
も
ち
つ
き
大
会
。
私
も
取
材
後

に
お
餅
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
▼
さ
す
が
つ
き
た
て
、
ふ
ん
わ

り
と
し
た
食
感
や
む
っ
ち
り
と
し
た
歯
ご
た
え
で
大
変
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
市
販
の
お
餅
よ
り
も
断
然
お
い
し
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
れ
に
は
「
つ
く
」
と
い
う
作
業
に
秘
密
が
あ
る
よ
う

で
す
。
▼
普
段
食
べ
て
い
る
市
販
の
お
餅
は
機
械
で
作
る
の
で

す
が
、「
こ
ね
る
」
や
「
練
り
だ
す
」
と
い
っ
た
作
業
で
お
餅
が

で
き
ま
す
。
臼
と
杵
で
作
る
場
合
は
、
一
定
の
力
で
ト
ン
ト
ン

と
「
つ
く
」
作
業
に
よ
り
お
餅
を
作
り
ま
す
。「
つ
く
」
こ
と
で

内
層
も
外
層
も
均
一
に
よ
く
潰
れ
、
密
度
が
高
く
、
弾
力
性
に

富
む
お
餅
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
▼
「
こ
ね
る
」
や
「
練
り
出
す
」

で
も
な
い
、
一
定
の
力
で
ト
ン
ト
ン
と
「
つ
く
」
こ
と
で
生
ま

れ
る
食
感
。
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
「
つ
く
」
と
い
う
調
理
法

が
も
っ
と
も
理
に
適
っ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
け
れ
ど
も
作
っ

た
人
に
と
っ
て
は
、
一
生
懸
命
つ
い
て
苦
労
し
た
分
お
い
し
く

感
じ
る
と
い
う
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（
M
）

し ま ま き
漁師さん出前授業 （1/29）
ちゃんと覚えれたかな？


